
ケーススタディ

フジテックは1948年に日本で創業し、現在25の国と地域で
ビジネスを展開。世界10か所に生産拠点。

フジテックの課題

エレベータやエスカレータは、物件ごとに高度にカスタマイズされ、厳しい安全要件が
あるため、高品質の製品やサービス提供を保証するだけでなく、効率的な経営のため
にも幅広いデータを収集し、活用する必要があります。

フジテックでは従来、データセンターモデルを中心に構築された独自のアプリケーションと
データベースの運用を行ってきました。しかし、近年、クラウドを中心としたハイブリッド
インフラに戦略を切り替えたことで、これまでのデータベースベンダーによるサポート
モデルの限界と、データベースの高コストな保守費用が課題となっていました。

そこで、同社 常務執行役員 情報システム部長の友岡賢二氏は、ITコストを最適化すると
同時に、ITインフラをクラウドへ移行させることに焦点を合わせた新たな戦略を推進して
来ました。友岡氏は次のように述べています。

「IT予算をバランス良く分配すること、特に既存システムの維持管理費用を低減し、革新的
なクラウドベースのシステム構築に積極的に投資が出来るような好循環を生み出すことが
目標でした」

同社はこれまでも、ミッションクリティカルなデータベースに対してOracleから受けている
サポートサービスに満足しているわけではありませんでした。そのひとつが、インスタンスの
一部が「Sustaining Support」に移行され、それらの新しいパッチや修正、認証が対象から
外されたことです。しかし、何より大きな問題は、Oracleのサポート継続にかかる高額な費
用でした。年間サポート費用が企業の革新の妨げになっているとさえ言える状況となって
いました。

そこで友岡氏は、データベースの整合性と継続的な運用を損なうことなく、年間費用を
削減できる選択肢について検討を始めました。

リミニストリートのソリューション

友岡氏は、データベースのサポートをリミニストリートに切り替えて年間保守料金を即座に半減
できたことが、同社の大きなITコスト削減につながったと語っています。 また、専任のサポート
エンジニア（Primary Support Engineer）が割り当てられることのメリットは非常に大きく、
第三者保守サポートに移行するという決断が正しかったことを強く確信できたと話しています。
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「保守サポートをリミニストリートに切り替
えたことでITコストは大幅に削減され、迅速
な決断は正しかったと確信しています。当社
のビジネス成長のために、現場と同じ温度感
を持ち、会社全体で全力を尽くして対応して
頂けるサプライヤーに出会ったのはこれが初
めてのことで、リミニストリートのサポートエ
ンジニアには大きな感銘を受けています。こ
の協力関係がこれからも長く続くことを期待
しています」
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Oracle Databaseのサポートを第三者保守に移行し
VRやクラウドへの投資を実現



友岡氏はさらに次のように述べています。

「重大な問題が発生したときにサポート担当者と直接話しができないと、大きな不安とスト
レスを感じるものです。リミニストリートの場合、専任のサポートエンジニア(PSE)からタ
イムリーで高品質なサポートが提供されるため、その信頼感は絶大です。PSEが他のテクニ
カルエンジニアとの調整役も果たしながら、当社の問題を解決へと導いてくれます。そして、
問題を迅速かつ効果的に解消することに全力を注いでくれる上、常に情報提供を行っ
てくれることが大きな安心へと繋がっています。」

同社は、リミニストリートから通常のサポート以外にも、追加費用なしでパフォーマンス
チューニング、アップグレードのサポート、セキュリティに関するアドバイスを受けることもでき、
クリティカルなシステムの長期的な安定性を確保できています。

サポート切り替えの成果

同社は、サポート費用の削減分を他の戦略的領域やアプリケーションに投資することで、
クラウドを中心としたハイブリッドITのインフラ構築を推進しています。その一例がモバイル
デバイスの有効活用です。IT投資や社内リソースをモバイルベースの情報システム開発に
割り当てることで、現場の保守技術者の業務効率を改善し、より優れたカスタマーサービ
スを顧客に提供できるようになりました。さらに、IoT新技術にも積極的に投資を行い、
エレベーターの保守品質向上に役立てています。

現在のIT部門は、守りのIT領域への費用負担やサポート負荷から解放され、最新の革新的
技術によって企業の成長に貢献する攻めのIT領域に注力することができるようになりま
した。

友岡氏は、リミニストリートの保守サービスの内容が、これまでのベンダーサポートに
比べ劇的に改善されていることに触れ、次のように述べています。

「リミニストリートの担当者は経験も知識も豊富で、専任のサポートエンジニア(PSE)は
Oracle Databaseに対し平均15年以上の経験を持っています。P1（優先度1）のケースが発
生した場合には迅速にプロアクティブなサポートを開始し、すぐに問題解決にあたります。
当社ビジネスの成長のために、現場と同じ温度感を持ち、会社全体で全力を尽くして対応
して頂けるサプライヤーに出会ったのはこれが初めてのことで、リミニストリートのサポート
エンジニアには大きな感銘を受けています。この協力関係がこれからも長く続くことを期待
しています。

*本事例中に記載の肩書きや、固有名詞等は事例公開当時のものであり、現在は変更されている可能性がございます。
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メリット

保守費用の削減：Oracle Databaseのサポート費
用を年間50%削減すると同時に、追加費用なしで、
よりプロアクティブなサポートとパフォーマンス
チューニングなど追加の付加価値サービスも受け
られる。

保守サービスの向上：フジテック独自のシステムに
精通したエキスパートを専任のサポートエンジニア

（PSE）として割り当てることで、より迅速に問題を
解決。

IT戦略の柔軟な運用：今後数年間、安定した効率
的なOracle Database環境を安心して利用し続け
ることができ、システムサポートのみを目的とした
アップグレードに代わり、新しいクラウドベースの
システムを導入することなどによる革新を実現。

「リミニストリートの場合、専任のPSEから高
品質なサポートが提供されるため、その信頼
感は絶大です。サポートエンジニア(PSE)が他
のテクニカルエンジニアとの調整役も果たし
ながら、当社の問題を解決へと導いてくれま
す。そして、当社の問題を迅速かつ効果的に解
消することに全力を注いてくれる上、常に情報
提供も怠りません。」
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